
 支払基金統一事例 

【 検査 】 

 

６１１ 入院時検査（ＨＢｓ抗原定性・半定量等）の算定間隔について 

 

《令和７年７月３１日》 

 

○ 取扱い 

 

次の入院時検査の算定間隔は、原則として 3 か月に 1 回とする。 

⑴ Ｄ013「１」ＨＢｓ抗原定性・半定量、「３」ＨＢｓ抗原 

⑵ Ｄ013「５」ＨＣＶ抗体定性・定量 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

入院時検査としてのＨＢｓ抗原定性・半定量、ＨＢｓ抗原、ＨＣＶ抗体定性・

定量は、Ｂ型肝炎ウイルスやＣ型肝炎ウイルスの感染の見逃しを防止するた

めに実施されるものであり、入退院が繰り返される場合、これらの算定間隔は

3 か月に 1 回が妥当と考えられる。 

以上のことから、上記入院時検査の算定間隔は、原則として 3 か月に 1 回

とすると判断した。 

なお、当該算定間隔については、手術前検査も含めた算定間隔とする。 
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